





































































を確率で提示することが可能な dual penalized 
logistic regression machine (dPLRM; Tanabe, 
2001) を採用する。dPLRM は得られたデータ
に一切の主観を交えることなく、データ全体の
中に何らかの意味ある情報を見出すため、腫瘍
マーカーのように個々の分子の同定をせずと
も、非癌 / 癌の判別を行うことができる。し
かし、dPLRM によって判定するには、事前に
多数の検体から得られたデータによる学習が必
要であり、これが本システムの開発に於ける重
要な要素の一つであるが、我々はこれまでに約
─ 58 ─
20,000 セットからなるデータベースの構築を
完了した。
4. 本癌診断システムを用いた診断の実例
　島津製作所との共同開発により、測定から診
断結果の提示までを一貫して遂行可能なシステ
ムの開発を行い、試作機 (PESI-2020+dPLRM) 
が完成している。この試作機を用いてヒト肝細
胞癌、腎細胞癌、胃癌、大腸癌の盲検例を判定
したところ、病理診断を教師とした際に95%
以上の正答率で非癌 /癌を判別することが出来
た。今後データベースを拡充し、98% 以上の
正答率を目指す。また、今後は非癌部と癌部の
判定のみならず、良性腫瘍と悪性腫瘍の判定、
さらには癌の境界領域判定、悪性度に関しても
判定が可能なシステムの構築を目指す。
5. おわりに
　我々が開発した診断システムは、従前の方法
にはない迅速性、簡便性並びに、正確性を以て
癌を診断できる。現在のところ一部の実質臓器
や消化器粘膜癌に限って基礎検討を行っている
が、あらゆる種類の癌診断にも応用が可能であ
る。また、癌の診断のみならず他の疾患の診断
にも応用できることから、本システムは臨床医
学全般において強力な診断支援ツールになるこ
とが期待される。更に、本システムで採用され
ている分析技術やデータ処理法は、薬剤動態解
析や、食品の安全性検査、環境測定等幅広い分
野にも応用可能であり、汎用性の高い分析機器
として普及するものと考えられる。
　最後になりましたが、貴研究会の研究助成に
より本研究の遂行、特に多数検体の分析による
データベースの構築を推進することが出来まし
た。ここに深く感謝申し上げると共に、これを
礎に本研究を更に発展させ、癌の診断技術の発
展に貢献したいと思います。
＊山梨大学大学院医学工学総合研究部
　解剖学講座 • 細胞生物学教室
　平成 24 年度一般学術研究助成金交付者
